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篠原信一 さん
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市 は 10 月８日、シドニーオリンピック柔道 100㎏超級の銀メダリストで、市内に
お住まいの篠原信一さんに「安曇野市スポーツ大使」を委嘱しました。市スポ

ーツ大使の委嘱は有森裕子さんに続き２人目。今後は大使として、市のスポーツ推進
や市民の健康増進などにご協力いただきます。
問生涯学習課 471・2467　 67773ID

安曇野に移住を決めた理由は？
子育てに一区切りがついたら自然の豊

かな土地に住みたいと考えていました。
安曇野の自然環境と首都圏などとの距離
感が気に入り、2020 年に安曇野市民と
なりました。

安曇野の好きなところは？
春は多くの花々が咲き、夏は緑が広が

り、秋は紅葉、冬は雪化粧。どの季節も
その向こうに北アルプスの雄大な山々が
連なり、四季折々の自然豊かな姿を見せ
てくれるところです。

スポーツ大使としての抱負を教えてください。
新型コロナウイルスの影響により、スポーツも大会やイベント等

が中止となり我慢の日々を送ってこられたかと思います。１日でも
早くこの状況に回復の兆しが見えるよう願っています。

大使として市内のスポーツをさらに盛り上げ、さまざまな交流に
より、若い世代から高齢世代の皆さまの笑顔や元気が見られるよう、

「健康スポーツ都市 安曇野」として、心身の健康の保持増進に協力
できればと思っています。

安曇野市スポーツ大使　篠原信一さん

生年月日　1973 年 1 月 23 日 （47 歳）
2000 年　シドニーオリンピック柔道 100kg 超級  銀メダリスト
2008 年 から柔道男子日本代表監督に就任
2012 年 ロンドン五輪後に代表監督を退任し、その
後は多数のメディア出演。各地での講演や柔道の
指導にも力を入れている。　

東京 2020 大会
オーストリアカヌー選手の
応援ありがとうございました！

安曇野市はオーストリア共和国のホストタウンとして、カヌーチーム
を応援してきました。入賞した選手と応援の取り組みを紹介します。

手作りの絵本で選手を応援！

カヌースラローム パラカヌー

【男子 K-1】４位
フェリックス・
オシュマウツ選手

【女子 C-1】5 位
ナディーヌ・
ヴェラチニヒ選手

【男子 KL2】5 位
マルクス・
スボボダ選手

安 曇野市と同じくオーストリアのホストタウン
である岩手県矢巾町・栃木県那須塩原市とさま

ざまな交流事業を行いました。このうち、「絵本プロ
ジェクト」には三郷中学校美術部が参加。
私の街の好きなところをテーマにイラ
ストを描き、英語で紹介しました。
イラストは製本され、オーストリアの
選手のほか参加者に届けられました。
この本は市内図書館でもご覧いただ
けます。

市認定こども園18園の運動会が秋晴れのもと、９月

22日から10月７日にかけて一斉に行われ、各園の特色

を生かした競技に園児たちの笑顔と汗が光りました。

園舎の建て替えが予定されている三郷西部認定こど

も園では、開園当時から子どもたちに愛されている築

山が撤去されます。その築山を使いたいという園児た

ちの想いをくみ、東京五輪のピクトグラムからヒント

を得て、築山の上で一人ずつお気に入りの決めポーズ

を取りながら園庭に入場しました。応援に来ていた保

護者の古屋正太郎さんは、「一人一人に焦点を当てた

運動会。のびのびと過ごしている様子に感動した」と

我が子の成長に微笑んでいました。

安曇野産の野菜を使ったスイーツを販売する「安曇野やさ

いスイーツフェア」のスタートを前にプレイベントが９月30日

と10月１日に、市役所で行われました。12回目となる本年

のテーマはスイートコーンと夏秋いちご。各店が試行錯誤を

経て開発した、野菜の見た目や味の特徴を活かしたスイーツ

がショーケースに並びました。仕事先でこのイベントを知った

という松本市の男性は、「コロナ禍で遠出はできないが、こ

ういったイベントがあると住んでいる地域で楽しめる。職場

や妻に買って帰り、評価の高いスイーツを買いに出掛けたい」

と話してくれました。フェアは10月31日まで、市内13店

舗で行われます。

9/22 ～ 10/7　認定こども園運動会

9/30・10/1　スイーツフェアプレイベント

園児たちのオリンピック

やさいスイーツ販売に長蛇の列

自然保育をＰＲ   地域おこし協力隊着任
市は10月５日、大阪府泉大津市出身の幼稚園教諭・山本綾

さん（写真右側）を新たに地域おこし協力隊に任命しました。安
曇野の自然保育のブランド化を進め、県内外からの移住・定住に
結び付けるための情報発信を担当します。各園の自然保育を体
験しながら、昨年11月に同隊員に着任した杉本智美さん（写真
左側）と共にＳＮＳ等で情報を発信していきます。

Instagramで発信中

大好きな信州で、自然保育に携わることが
でき嬉しいです。魅力を伝えていくのと同時
に、この安曇野市で育つ子どもたちのキラッ
と光る姿を、皆さまに発信していきたいと思
います。大阪で培った笑いの力と、自然保育
の経験を活かし頑張ります！


